	労働法の基礎と問題解決手段
～バイトでの不当な扱いへの対処法～

	ねらい：誰しもが労働問題に直面する可能性があることから、ワークルールの基礎知識を身に着けるとともに、労働組合や弁護士などの専門家に意見を聞く重要性を学ぶ。

	授業スタイル
	グループワーク
説明

	配当時間数
	５０分

	この授業で身につけて欲しい力
	・労働者としての権利を行使する力。
・専門家に相談する力

	この授業で理解させたいこと気づかせたいこと、身につけて欲しい知識等
	・誰しもが労働問題に直面する可能性があること（具体的には、ブラック企業、ブラックバイト、過労死などに直面する可能性があること）
・１人で抱え込まずに、労働組合や弁護士などの専門家に意見を求めた方が冷静に対応できること
を学んでもらう

	授業概要
	①ワーク：風邪で当日欠勤をすると罰金を取られたというケースについて、是非を議論する
②説明：労働条件は契約で定めること、契約で定めた事項でも法律違反は許されないこと、労働者を保護する法律が整備されていること
③ワーク：賃金未払いに関する事案について、労働者側としてどのように対応するかを議論する
④説明：状況改善の手段として、労働基準監督署、労働組合、弁護士等の専門家への相談が有効であること
⑤まとめ：労働問題に直面しても、会社の主張を鵜呑みにしたり、諦めてしまうと、状況が改善しないことを伝えた上で、専門家への相談を呼びかける

	使用する教材
	・グループワーク用の紙

	協働する外部人材
	労働法等に詳しい者（必須ではない）

	学習の評価の方法の例
	ワークシートによる

	この授業案からの発展的な学習の可能性
	・法違反を是正させるための手段について
・労働組合の意義と役割



	授業の流れ

	
	
	学習内容
	指導上の留意点

	導入
	１０分
	〇自己紹介
名前を板書し、労働者側の労働事件を扱っていることを説明する。

〇導入
労働相談で多い事例を紹介。
・バイトでケーキや恵方巻を買わされる
・損害賠償で脅されて辞められない
・電通過労死事件を紹介（大企業でも安心できない）
	弁護士の仕事や講師個人に質問を募集。


「同じ状況は自分の身に起こりうる」ということを感じてもらえるよう働きかける。
身近なアルバイトの問題を盛り込む。

	展開①
（グループディスカッション）
	１５分
	風邪で当日欠勤をすると罰金を取られたというケースについて、是非を議論させる（５分）。

議論の後、グループ毎（５，６人のグループに分ける）に議論の内容を発表してもらい、解説を加える（１０分）。
	議論状況に応じて適宜講師が参加する（ヒントを与える）。

①労働条件は契約で定めること、②契約で定めた事項でも法律違反は許されないこと、③労働者を保護する法律が整備されていることの３点を中心に説明する。

	展開②
（グループディスカッション）
	２０分
	賃金未払いに関する事案を読んで、是非を検討すると共に、労働者側としてどのように対応するかを議論させる（１０分）。

議論の後、グループ毎に議論の内容を発表してもらう。生徒に労働者役を演じてもらい、実際に賃金の支払いの交渉をしてもらう。解説を加える（１０分）。
	議論状況に応じて適宜講師が参加する（ヒントを与える。）


実際の交渉を体験してもらい、ワークルールをより身近に感じてもらうと共に、状況改善の手段として、労働基準監督署、労働組合、弁護士等の専門家への相談が有効であることを説明する。

	まとめ
	５分
	授業内容のまとめを行う。
最後に、労働問題に直面しても、会社の主張を鵜呑みにしたり、諦めてしまうと、状況が改善しないことを伝えた上で、専門家への相談を呼びかける。
時間があれば、過労死問題についても触れ、労働者を使い潰す企業から身を守る必要性をアピールする（レジュメ４ページ）。
	フローチャートを作成し、状況改善のためのイメージを持ってもらう。
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